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出産後に競技復帰、継続した女性アスリートの内的要因と外的要因 
─日本代表経験のあるアスリートを対象とした質的研究─

（Internal and external factors in female athletes who returned to competition and 
continued after childbirth: A qualitative study of athletes who have represented Japan）
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Abstract : The percentage of women in Japanese society who continue to work after childbirth is 
gradually increasing. Consequently, an increasing number of female athletes want to continue 
competing after childbirth. It is difficult for women to continue competing after giving birth, which 
is the current issue in Japan. In this study, we interviewed 12 female athletes who continued to 
compete after childbirth and competed at the world's top level. We analyzed their attitudes and the 
support they received from their surroundings, and explored the factors that made it possible for 
them to continue competing. The results revealed that “flexible goal setting,” “freedom from gender 
roles,” “support from family members other than partners,” “role models,” and “existence of lower 
category competitions” were important for continuing to compete.
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　男性同様、女性アスリートにとっても、競技は

人生を大きく左右するものである。木村の研究で

は、結婚や出産、育児が女性アスリートにとって

引退につながる直接的な要因となっている事例が

みられたものの、女性アスリート自身は結婚や出

産、育児が競技継続の阻害要因になっていること

を認識していなかったと明らかにしている 6）。出産

を含むライフイベントが女性アスリートの引退に

つながっていることが示された一方で、どうすれ

ばライフイベントを乗り越え、競技を継続するこ

とができるのかについてまでは言及されていない。

　また、「仕事と子育ての両立」に関する研究を

行うにあたり、共通点と同時にそれぞれの職種独

自の課題を明らかにすることも必要であることが

指摘されている 3）。一般的な有職女性の「仕事と

子育ての両立」に関する研究は多く行われている

が、女性アスリートを対象とした「競技と子育て

の両立」に関する研究は少ない。Davenportほか

の研究では、出産後に競技復帰した北米を中心と

した 18人のアスリートにインタビューを行い、

競技復帰には多くの時間が必要であることに加え

て、（1）新しい体のトレーニング：出産によって

変化した体（＝新しい体）をトレーニングするこ

と、（2）けがのない安全な復帰：出産前とは異な

る体であることから、その事実を理解し、けがな

く安全に復帰すること、（3）練習中の授乳：母乳

の分泌が始まることから、練習と授乳にどう対応

するか、（4）復帰のための重要なサポート：復帰

のためには家族などのサポートが重要であるこ

と、（5）母性と競技の両立：母性と競技のバラン

スをどう保つか、の 5つが復帰の際に重要となる

テーマであることを示した 2）。しかし、この研究

は北米のアスリートを中心として研究されている

ことに加え、競技復帰するために必要なアスリー

ト自身が持つべき個人の意識に関するテーマにつ

いては触れられていない。

　家族や社会的な周囲のサポートは自分自身では

どうにもできない側面もある一方、個人の意識は、

自分自身で変化させることのできるものであると推

測される。これらのことから、日本の女性アスリー

Ⅰ．緒言

　2010年 8月、文部科学省より発表された「スポー

ツ立国戦略」で、トップアスリートが安心して競

技に専念できる環境の整備方策のひとつとして、

女性アスリートが活躍しやすい環境整備の必要性

が初めて指摘された 11）。国立スポーツ科学セン

ター（Japan Institute of Sports Sciences: JISS）は、

2013年度から「女性アスリートの育成・支援プ

ロジェクト」、2024年度からはハイパフォーマン

ススポーツセンター（High Performance Sport 

Center: HPSC）が「女性アスリート研究・支援プ

ロジェクト」を実施している。

　これらの女性アスリート支援プロジェクトと

は、女性特有の課題に対応し、女性アスリートの

国際競技力向上を目的に、妊娠期、産前・産後期、

子育て期におけるトレーニングサポートプログラ

ムなどを行うものである。支援対象者は、中央競

技団体（National Federation: NF）強化対象選手で

あるなどの条件を満たし、NFから推薦を受けた

者が有識者委員会で検討された後、決定する 8）。

　一般社会に目を向けると、男女共同参画白書令

和 5年度版によれば、女性活躍推進法や働き方改

革関連法に基づく企業の取組、保育の受け皿整備、

両立支援等、これまでの官民の積極的な取組によ

り、年々、第 1子出産後も就業継続する女性は増

加しており、直近では、第 1子出産前有職者の約

7割が就業を継続している 12）。一方で、東京都の

報告書によれば、子育て世代（未就学児を持つ男女）

の家事・育児関連時間を週全体平均でみると、男

性は 3時間 34分、女性は 8時間 54分で、男女差

は 5時間 20分となっている 17）。このことから、女

性の負担が男性に比べて大きいことが推測される。

　出産後も就業を続ける女性が増える中、2015

年に JISSが行った女性アスリートの実態調査で

は、既婚者が 4％、有子者はわずか 2％だった 7）。

女性特有の発育発達や生物学的な身体の「違い」

に着目した女性アスリートへの支援は積極的に行

われてきている 18）。しかしながら、出産後に競

技復帰し、継続することには未だ高いハードルが

あることが伺える。
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ベルを持ち、特に五輪、世界選手権など第一線の

大会への出場など高いレベルで競技し、出産を経

て競技復帰した経験を持つ女性アスリートとした

（Table 1）。

　Guestほかの研究では、質的研究におけるイン

タビュー対象者が 12人で理論的飽和に達すると

判断されている 4）。このことから、インタビュー

対象者を 12人とした。

　まず、子供を持つアスリートの情報発信やネッ

トワーク構築を行うために設立された団体の代表

理事を最初のインタビュー対象者とし、そこから

スノーボール抽出法によって出産後競技復帰した

アスリートを随時紹介してもらい、団体、個人種

目、夏季、冬季競技などで偏りの出ないように選

定した。就労形態（現役選手の場合はインタビュー

時、引退選手の場合は引退時）は、プロ選手が 2人、

正社員が 5人、契約社員が 2人、自身で起業、所

属契約、無職がそれぞれ 1人だった。正社員、契

約社員の 7人のうち、社内業務があった選手は業

務量に差があったものの 4人だった。競技名の記

載により個人が特定される恐れがあることから年

齢、現状（ともにインタビュー時）、最高出場大会、

種目特性、インタビュー形式、JISSの女性アスリー

ト支援プロジェクトを利用したかどうかの有無、

トが出産後に競技復帰し、継続するために必要と

なる個人の意識に関するテーマを明らかにするこ

とは、新規性があり重要な研究であると考えた。

　なお、本研究で対象とした女性アスリートは、

「公益財団法人日本オリンピック委員会（Japanese 

Olympic Committee: JOC）の強化指定を受けてい

る、または NFの強化対象となっている女性選手」

とした。これは、JISSが行う女性アスリート支

援プロジェクトの対象者は、JOC強化指定選手及

び NF強化対象選手のうち、NFから推薦のあっ

たアスリートに限られているからである。

Ⅱ．目的

　本研究では、出産後も競技継続した女性アスリー

トがどのような考えを持って競技復帰し、継続し

たのかというアスリート自身の内的要因と、どの

ようなサポートを周囲から受けていたことで競技

を継続することができたのかという外的要因を質

的研究によって明らかにすることを目的とする。

Ⅲ．方法

1．対象者

　研究の対象者は、妊娠前に JISSの女性アスリー

ト支援プロジェクトを受けることのできる競技レ

Table 1. Participant characteristics （2023.9～ 11）

＊△Players who had role models overseas but not in Japan
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マに集約されたものがあった。（5）メインテーマ

を明確に定義し、最終的なメインテーマ及びサブ

テーマのネーミングを行った。この時点ではネー

ミングについて再検討し、修正したものがあった。

（6）メインテーマ、サブテ─マ、意味単位のコー

ドの一覧表を作成するとともに、分析結果を記述

した。

　本研究では、出産経験のある女性アスリートの

競技継続に影響した要因を分析テーマとし、出産

後復帰し競技継続するために影響したことに関連

する意味単位、及び大内によって示唆されている

就業継続に影響する 3つの要因に関連する意味単

位を、調査対象者へのインタビューから識別する

ことを分析の観点とした。

　前述の（2）以降のコード作成、テーマ分類、ネー

ミングについては、スポーツ科学研究科に在籍す

る大学院生 3名と合意を得るまで検討を繰り返

し、合意されるまで議論した。また、質的分析の

経験がある研究者による検証も受けた。

Ⅳ．結果

　本研究の対象となる 186のコードが抽出され

た。それらを 31のサブテーマ、12のメインテー

マに集約し、大内による女性の就業継続における

3要因である、（1）個人の意識、（2）家族状況、（3）

仕事・職場状況において分類した（表 2）。本研

究では（1）個人の意識を内的要因とし、（2）家

族状況と（3）仕事・職場状況を外的要因と分類

した。

　なお、サブテーマについては原則、複数の発言

者による意味単位を集約しているが、復帰準備の

周囲への周知に関しては分析上重要な情報と考え

られたため、1人の発言者であったもののサブ

テーマに採用した。本研究ではメインテーマを【 】

内、サブテーマを『 』内に示す。

1．個人の意識

　【内発的動機付け】は、出産後も競技に復帰し、

継続したいという意思に関連する意味単位が識

別・集約され、『大会への出場意欲、勝利への思い』

ロールモデルの有無、出産後に練習を再開するま

での期間のみを記載している。ロールモデルは、

海外にはいたものの国内にはいなかったと答えた

選手を△とした。

　調査は 2023年 9月から 11月に行った。また、

本研究参加者には、研究目的、方法、参加は自由

意志で拒否による不利益はないこと、及び、個人

情報の保護について、文書と口頭で説明を行い、

書面にて同意を得た。

2．インタビュー

　データは、1対 1の半構造化インタビューを実

施して収集した。女性の就業継続について大内は、

女性の就業継続が、（1）個人の意識、（2）家族状

況、（3）仕事・職場状況の 3つの要因が複雑に絡

んで成り立っていることを示唆している 14）。こ

れらの観点に基づいてインタビューガイドを作成

した。

　インタビューは 1時間程度で 1人に対して 1度

実施し、ボイスレコーダーにより音声を記録した。

形式は 5人が対面、7人がオンラインだった。イ

ンタビュー後に不足分があった選手には、メール

で追加質問をし、回答を得た。

3．分析

　分析は、対象者の記録した音声の文字起こしを

行い、テーマ分析法により行った 1）。テーマ分析

法のプロセスは、Braun and Clarkeが示す 6つの

フェーズで実施した 1）。まず、（1）録音した音声

から逐語録を作成し、繰り返し読みこんだ。（2）

分析テーマである産後競技継続に影響した要因に

関連すると考えられる意味単位を識別し、この意

味単位の要約（コード化）を行った。（3）得られ

たコードを類似する内容ごとに集約し、サブテー

マとして分類した。さらに、サブテーマについて

も類似する内容ごとに集約し、メインテーマとし

た。（4）各メインテーマに含まれる意味単位を読

み直し、メインテーマ間では識別可能な差異があ

るかどうかの確認を行った。この時点では、メイ

ンテーマから除去されたものや、別のメインテー
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表 2．出産経験のある女性アスリートの競技継続に影響を与えた要因
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3．仕事、職場状況（社会的サポート）

　【企業・チームのサポート】は、出産後も競技

継続するうえで鍵となる自身の所属企業やチーム

に関連する意味単位が識別・集約され、『チーム

メイトの理解』『指導者の理解』『心理的サポート』

『実質的サポート』で構成された。また、個人の

意識にある【内発的動機付け】の対極にあたる【外

発的動機付け】では、周囲の働きかけによって競

技継続を決めた背景が映し出され、『勧誘』『自身

が抱く責任感』で構成された。【外部要因】では、

『保育園などの活用』『女性アスリート支援プログ

ラム』『ロールモデルの存在』『下位カテゴリー大

会の存在』で構成され、出産後の女性アスリート

が競技継続するために利用したもの、指標となっ

たものが抽出された。また、団体競技や個人競技

など、競技によってさまざまな違いがあることか

ら、【競技種目】は『競技環境』『競技の特性上』

で構成された。【人脈】は出産後も競技継続する

にあたり大きなサポートとなっており、『場所や

機会の提供』『知識の提供や助言』で構成された。

Ⅴ．考察

1．個人の意識

　【内発的動機付け】は、インタビューした 12人

『楽しい、幸せ、好きという感情』『両立への自覚』

で構成された。【目標設定の柔軟性】は『新しい

目標』『柔軟な方針転換』で構成された。【性役割

からの解放】は、さまざまな感情が渦巻きながら

も、家族に対して申し訳ないという思いを抱かな

いようにしているアスリートもいたなか、『家族』

『子供』で構成された。【練習への取り組み方】は、

これまで競技に集中できていた環境から、子供を

育てるというもう 1つの役割が加わったことで競

技への取り組み方に変化が生じざるをえない状況

を表しており、『タイムマネジメント能力』『思考

転換』『量より質への移行』で構成された。【復帰

準備】は、多くの選手が出産後も競技継続をする

ために事前に何かしらの準備をしていたことが明

らかになり『身体的、精神的な準備』『周囲への

周知』『妊娠前の競技成績』で構成された。

2．家族状況（家族のサポート）

　本研究の対象者となった 12人のアスリートす

べてが家族のサポートを受けていた。【パートナー

のサポート】と【パートナー以外の家族のサポー

ト】は出産後も競技継続するうえで必要不可欠で

あり、それぞれ『心理的サポート』『実質的サポー

ト』で構成された。
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選手から、「よくメディアとかに産前の何％まで

戻りましたか？って聞かれたけど、そこが 100

じゃないからって。私は違うところを目指してる

のに、すごい困りました」と完全に気持ちを切り

替えている選手など、さまざまだった。

　「トレーニングのしすぎで腰の骨がつぶれそう

になっているのがわかって」と妊娠前の自分の状

態に早く戻ろうとしたことで故障が発覚し、「もっ

とゆっくり長い目で見て、前に戻そうと考え直し

た」というように途中から考えを変えたアスリー

トもいた。前の自分に戻ろうとする思いがプレッ

シャーや故障につながることも推測され、本研究

では 7人が新しい目標設定をしていたことが明ら

かになった。Davenportほかや Tekavcほかの研究

では、母親になって競技を両立させることの難し

さについて触れ、練習の取り組み方を変えるなど

の対応をしていることが示されているが、新たな

目標を持つという点は強調されてこなかった考え

方で、出産後の自分の身体の状況を受け入れて目

標設定を柔軟に変更できることが競技継続を左右

する要因の 1つであると考えられた 2）, 16）。

　【性役割からの解放】は、9人のアスリートが

ポジティブな思考を持っていることを明かし、家

族や子供に対して気持ちの折り合いをつけ競技に

邁進していることを示唆している。子育てと就業

を継続している女性のインタビューでは、夫が「家

事を協力してくれることはありがたい」が、「本来

自分がすべきことを夫にさせている」という意識

を持つ女性がいることを明らかにしている 5）。本

研究でも同様の意識を持つアスリートもいたが、

「申し訳ないと考え始めると何もできなくなってし

まうので、罪悪感をもたないようにしようとした」

など、家族や子供に対して申し訳ないとは考えな

いようにしていた。また「迷惑って思うぐらいな

らやらないほうがいい」というアスリートもいた。

個人の性格や周囲との関係性もあるため感じ方は

それぞれだが、申し訳ないというような罪悪感を

持たないようにすることがアスリートの産後の競

技継続を促進させていることが考えられた。

　【練習への取り組み方】では、12人すべてのア

全員から示された。「五輪で勝ちたいという気持

ちがちょっとあり、それもあって戻りたい」「世

界と戦いたい、五輪に出たいという気持ちがいち

ばん大きく、とにかく五輪を目指してやっていた」

というような五輪への思いや、「ずっと頭の中に

は子供を産んでからも競技をやりたいっていうの

はあった」「やっぱりここ（応援されるレースの場）

に戻ってきたいという気持ちがあった」という、

強い競技復帰への思いがあった。日本能率協会総

合研究所の調査によれば、妊娠、出産を機に仕事

と育児の両立の難しさで退職した一般女性の約 6

割の人が「自分の気力・体力がもたなそうだった

（もたなかった）」と答えている 13）。このことから、

一般女性であれば仕事と子育て、アスリートであ

れば競技と子育てを両立させるためには、本人の

気力や体力が必要条件であることが示唆された。

Tekavcほかのスロベニアのエリートアスリート

を対象とした研究では、競技と子育てを両立して

いる多くの女性が、競技に対して高い動機付けを

持っていることを明らかにしている 16）。本研究

でも「復帰後、競技がすごく楽しいとしか思わな

くて、自分の目標や夢に向かえることは素晴らし

いことだと思った」という競技を継続し、夢の実

現に向かって日々を過ごすことが当たり前ではな

いことに（子供を産んでから）気が付いたという

ことや、「競技をする女性がどうやって生きていっ

たらいいのか、ロールモデルになりたいという気

持ちがあった」というような、新しい動機付けが

生じたことも示唆された。

　【目標設定の柔軟性】では、妊娠前の自身の競

技レベルに戻ろうとするのではなく、新しい目標

を設定していたことが伺えた。「ジャンプをする

たびに緩んでるなって感じで、なかなかその辺は

戻そうとしても戻らなかった」というような出産

による身体面の変化や「現役のときを目指そうと

すると絶対苦しくなる」という心理的なものなど、

さまざまな理由が背景となっていた。新しい目標

を設定するにあたっては「何回も何回も昔の自分

じゃない、今はこうだからって何回も何回も自分

の中では書き換えました」と苦労が透けて見えた
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いたし、出産してまた東京五輪までに帰ってくる

というのが自分の計画ではあった。だけど、出産っ

て難しい部分があって、ようやく妊娠したのが

2019年のタイミングだったので、復帰して、3、

4試合で結果を出せなければおしまいみたいな状

態だった。時間が少なすぎた」というように、復

帰意思を妊娠前に周囲に伝えても、本人が望むタ

イミングで妊娠できるかはわからない。そのため、

アスリートが望むタイミングで妊娠ができるよ

う、今後は女性アスリート支援プロジェクトで行

われている栄養指導などを NFからの推薦がなく

てもジュニア期から受講できるようにし、女性ア

スリートの三主徴（摂食障害の有無によらない利

用可能エネルギー不足、視床下部性無月経、骨粗

鬆症）などの知識を得る機会を増やしたり、妊娠

を望む前から女性アスリート外来を受診すること

で自身の体の特徴を知ることができるようにする

などの支援も必要であることが考えられる。

　また、妊娠前に競技成績を残しておくことの重

要性を明かすアスリートもいた。特に所属企業や

チーム、スポンサーなどの理解やサポートを受け

るためには、自身にある程度の価値が必要である

と考えているアスリートが多い。「企業とかに『こ

うなんです、こうしたいんです』って言ったとき

に、納得してもらえるようなもの（結果）がない

と『イエス』なんて言ってくれない。今までより

大変な状況になるのに、『出産してから新たなこ

とをしたい』と言ってもなかなか受け入れてもら

えない」という現状を明かしている。これらは一

定の競技成績を残していないと所属企業やスポン

サーの協力・理解が得られず、出産後の競技復帰

が難しくなるということを意味している。所属企

業やスポンサー、あるいはそれらに働きかける競

技団体などのサポートが競技継続には大きな要因

であることが示された。一方で、このことは競技

成績のあるエリートアスリートであることが競技

継続の重要な要因であることを示唆している。競

技成績に関わらず出産後も競技を続けたいという

意思が尊重される社会情勢になることが理想であ

り、この点については議論が必要である。

スリートが出産を機に、以前と同様の練習時間の

確保や練習スタイルの維持ができなくなったこと

を明かしている。出産後も競技継続するためには

取り組み方を変えながらも以前と同程度の練習効

果を得る、または得たと思える思考回路の必要性

が抽出された。「子供がいることで時間の使い方

がすごくうまくなった」というように、限られた

時間しかないからこそ、生活すべてにおいて時間

のやりくりがうまくなり、それが練習時間の確保

につながったと感じているアスリートもいた。「自

分でなんとかしなきゃと思っていたけど、甘えら

れるものは甘えなきゃやっていけない」というよ

うに、思考を変化させるアスリート、量より質に

転換することで対応しているアスリートもいた。

子育てという役割が増えることにより練習に多く

の時間を割けなくなるものの、アスリートそれぞ

れが工夫を凝らしながら対応しており、そうした

取り組み方ができることが競技継続に重要な要因

であることが考えられた。

　【復帰準備】では「復帰できたらいいなという

イメージで準備をしていた」という精神的な準備

や、「落とさないよう極力、体力や筋力を保って

いた」という肉体的な準備が抽出された。また、

「（まだ妊娠もしていない）生まれる前から『ゆく

ゆくはこうしたいんだよね』って言って準備をし

ておけば、周りは応援してくれる」というように、

事前に自身が出産後も競技継続したいという考え

をチームメイトや所属先に周知していたアスリー

トもおり、このように復帰意思を事前に周囲に公

言することで、周囲からの応援やサポートが得や

すいことも示唆された。

　しかしながら、現在の日本は、不妊の検査や治

療を受けたことがある（または現在受けている）

夫婦は 22.7％で、夫婦全体の約 4.4組に 1組の割

合になっている 9）。子供を望んでも授からず、不

妊治療を受けるにしてもドーピングの問題から先

進的な治療を受けることができず、子供を望むタ

イミングで妊娠することができなかったアスリー

トもいた。「できれば子供を産みたいっていうの

は、リオの五輪が終わった時点でコーチと話して
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私は母親の存在がすごく大きかった。そのサポー

トがなかったら私はやってないです。母親が近く

にいてくれて一生懸命やってくれたことはすごい

感謝しています」と同性の家族のサポートが重要

な役割を果たしていることが確認された。

　このように全面的なサポートを受けられたアス

リートがいる一方、「試合のときは実母に来ても

らった」「実母には本当に足りないところだけ来

てもらって、その期間分の子育てマニュアルを作

成するなどすべてを準備してお願いしている」と

いうように試合や遠征の時など、どうしても必要

な時にだけ協力してもらうアスリートもいた。「夫

も働いているので『試合だから休んで』とは言え

なくて。母も 75歳になるし、1時間ぐらい離れ

た場所に住んでいるので、試合のたびに『ちょっ

と来て』っていうのはできなくて」と全面的なサ

ポートを可能であれば受けたいものの、受けられ

ないアスリートがいることも明らかになり、この

ようなアスリートの存在にどう気づき、パート

ナー以外の家族のサポートを外部からのサポート

でどう補完するのかは今後、議論する必要がある。

3．仕事、職場状況（社会的サポート）

　【企業・チームのサポート】は、12人すべてか

らコードが抽出され、なくてはならないものであ

り、「金銭的なサポートは、ほぼほぼバックアップ

してくださる」「練習とか道具とか海外遠征の費

用とか、遠征に行ったときのご飯代とかも全部ク

ラブが出してくれている」というような金銭面や、

「マネジャーがミルクやおむつ替えを練習中にし

てくれた」など子供を見てもらうという実質的な

面、「できるだけ子供はお父さんとお母さんとい

る時間を作った方がいいという所属先の理解がい

ちばん大きかった」という心理的な面など多岐に

わたった。サポートの大小は企業やチームの考え

方によって異なり、就労形態には影響されていな

いことが伺えた。どの就労形態においても、アス

リートは競技結果を出すことや、企業やチームに

とってサポートする価値のある選手だと思い続け

てもらうことが求められている。現役を続けるた

2．家族状況（家族のサポート）

　【パートナーのサポート】では、心理的サポート、

実質的サポートそれぞれが同程度抽出された。大

卒ホワイトカラー女性が就業継続するためには、

夫や第三者の協力が必要だとされている 14）。女

性アスリートも同様で「主人は私が競技をやって

いる姿がすごい好きだったので、応援してくれた」

「理解があり、夫とは『一緒に五輪を目指そう』

と言っていた」など、パートナーの協力が精神面

でも大きな支えになっていたことが考察された。

Prinzほかは、ドイツブンデスリーガ（サッカー

のトップリーグ）で活躍し、引退した女性選手

245名を調査した結果、現役中少なくとも 32.3％

が抑うつ症状、40％近くの選手が心理的サポート

を望んだり必要としていたが、実際の心理的サ

ポートを受けた選手は 10％であったことを明ら

かにしている 15）。このことからも、アスリート

にとってはストレスが恒常的に続き、メンタルヘ

ルスの問題を発症していることは決して珍しいこ

とではなく、パートナーの心理的サポートは重要

な役割を担っていると考えられる。

　また「主人が仕事から帰ってきてから練習に出

られていた」などパートナーが子供の世話をして

くれることによって競技継続が可能だったアス

リートもいた。

　監督やコーチがパートナーであったアスリート

もおり「普通ならわがままは聞いてもらえないけ

ど、旦那が監督だったのでチームや会社に理解し

てもらえた」など、立場のあるパートナーの存在

が、競技継続を促進させていたことも推測された。

　【パートナー以外の家族のサポート】は、【パー

トナーのサポート】とは異なり、心理的サポート

よりも実質的サポートが多く抽出された。インタ

ビューした 12人すべてのアスリートが実母、義

母、叔母、姉妹いずれか、もしくはその中の複数

からサポートを受けていた。「母親ありきです。

間違いない。ご飯作って、洗濯してっていうのを

やってくれるから、その間（子供と）関わったり

遊べるっていう。心の余裕」「お金を支給してく

れるとか、託児所とかそういうものではなくて、
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でそれが普通だと私の中では思っていた」「コー

チが出産しながら競技をしていたので、目指す存

在がいた」と振り返っており、ロールモデルの存

在が速やかな復帰と関係していると考えられた。

一方で Gは、妊娠前から家族や競技パートナー、

所属企業に出産後も競技継続する意思を伝え、出

産後は夫にコーチを務めてもらうなど入念な準備

や事前の想定をすることで、身近にロールモデル

がいなくても期間をあけずに競技に戻ることがで

きていた。A、H、I、J、Lは「国体だけは出てい

ました」「賞品が出る大会には出ていた」という

ように、五輪など世界トップレベルの大会に出場

していた選手にとっては低いレベルや、本来より

短い距離、いわゆる下位カテゴリーの大会への出

場を続けることで、時間をおいて再び妊娠前に活

躍していたレベルに戻っていったアスリートがい

た。下位カテゴリーの大会は、出産後も競技継続

することをはっきりとイメージできないアスリー

トが、負担の少ない形で競技を継続し、後に再び

妊娠前に活躍していたレベルに戻るプロセスの受

け皿になっていることが見受けられた。

　また、JISSが提供する女性アスリート支援プ

ロジェクトを、12人のうち 7人のアスリートが

活用していた。「JISSの女性アスリート支援を受

けたときは結構整っていて、ジム、心理カウンセ

ラー、栄養、サポート体制は完璧だった」「産前

産後の JISSのサポートは結構よくて、体力面も

そうだけど心のケアとかも大きかった」とサポー

トは多岐にわたり、競技継続に大きな役割を果た

していることが推察された。一方で、女性アスリー

ト支援プロジェクトのサポートのひとつとして託

児所があるが、「遠方にいると利用できない」「た

くさんの子供がいるわけではなく、小学校入学前

には必要だなと思う集団保育のようなものができ

ない」といったことから、子供が大きくなってか

らは地域の保育所を利用しているアスリートもい

た。「途中から社内保育園に入ることができた」「グ

ループの保育園に優先的に入れてもらえたのは大

きかった」というように所属先の企業が運営する

保育園を利用したり、無認可保育所、一時保育な

めには企業やチームからサポートを継続して受け

られるよう奮闘していることが見受けられ、サ

ポートを継続して受けられるかどうかが競技継続

には大きな要因となっていることが示唆された。

　また、指導者やチームメイトの理解という身近

にいる人がどういった考えを持っているのかも大

きな影響を与えていることが考えられ「チームメ

イトがみんな普通に子供を受け入れてくれて、仲

良くやってくれたことがいちばんよかった」「練

習場にいるみんなが嫌な顔をせず、喜んで子供を

受け入れてくれた」など、子供をどうしても練習

場に連れてこなければならない場合、チームメイ

トがどう子供を受け入れてくれるかはアスリート

の精神面に大きな影響を与えており、快く迎えて

くれていることが大きな安心を生んでいることが

推測された。また、「家族の時間を大事にしたい

という私の考えを、コーチが理解してくれた」「日

本代表監督が、『僕たちもチャレンジなのでやり

ましょう』と言ってくれた」という指導者の理解

や後押しも、不安を抱えながら新しい道にチャレ

ンジしているアスリートにとって、大きな後押し

となっていることが推測された。

　【外発的動機付け】は、周囲に対する責任感が、

結果的に競技を継続する一つの要因となったこと

が推測された。「JISSの女性アスリート支援プロ

グラムのトップだった A先生がわざわざ A県ま

で来てくれた」というように、出産後も競技継続

するか悩んでいるときに後押しがあったことや

「スポンサー（所属契約）がついたことでありが

たくて、なんとかして恩返ししたいっていう気持

ちでがむしゃらにやっていた」「自分のためとい

うより後輩のためにも 1年はとにかくやってみよ

うと」というように、周囲の期待に応えたいとい

う責任感から競技を続けてきたことが伺え、これ

らの要因も競技継続を促進させていることが考え

られた。

　【外部要因】として、本研究ではロールモデル

が身近にいたと感じている D、E、Fの 3選手は、

出産後も長い期間をあけずに競技に戻っていた。

「Aさんが先陣を切ってくれて、頑張っていたの
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Ⅵ．結論

　本研究では、出産経験のある女性アスリートの

競技継続に影響を与えた要因を、以下の 3要因か

ら明らかにした。

　（1）個人の意識：①目標設定の柔軟性②性役割

からの解放③効率的な練習へのアプローチ④出産

前の競技成績、復帰への事前準備と意思表示。こ

れら 4つの重要性を明らかにした。特に、出産後

は新たな目標を設定することが、競技への復帰継

続を後押しする要因であることを明らかにした。

　（2）家族状況（家族のサポート）；実質的なサポー

トを受けられるかが重要であった。特に実母、義

母、叔母、姉妹などの家族は、仕事で多忙なパー

トナーよりも、保育園の送迎、家事など実質的な

サポートを提供できる傾向にあった。パートナー

以外の家族のサポートをいかに確保するかが、競

技継続に影響していることを明らかにした。

　（3）仕事、職場状況；企業やチームからのサポー

ト、ロールモデルと下位カテゴリーの大会の存在

が重要であった。ロールモデルは出産後のスムー

ズな競技復帰にプラスの影響を与える可能性が

あった。また下位カテゴリーの大会は、出産後も

競技継続することをはっきりとイメージできない

アスリートが、負担の少ない形で競技を継続し、

後に再び第一線に戻るプロセスの一助となってい

たことを明らかにした。

　本研究の限界として、競技復帰できなかった女

性アスリートへのインタビューを実施しておら

ず、出産後の競技継続に対する必要条件は一定数

明らかになったものの、十分条件かどうかは明ら

かにできていない。
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ど制度を最大限活用して子供を預けている現状が

推測された。一方で、現行の認可保育所のサービ

ス提供の仕組みは、市町村に対して認可保育所に

おける保育義務を課しており、市町村による保育

の実施義務の履行を通じて、保護者が認可保育所

を利用することになっている 10）。このことから

認可保育所に限れば、住民票がある地域の保育所

にしか原則入所することができない。そのため、

国内外のあらゆる場所に行き来するアスリートに

とって安価で充実した環境のある認可保育所は利

用しづらい一面もあり、住民票を実家に置いてい

るアスリートもいた。今後は住民票がない場所で

も認可保育所を利用することができるなどの制度

改革が必要になることが推測される。

　【競技種目】では、どの競技に自身が身を置い

ているかによって競技を継続する上での難しさが

異なることが推測された。ロールモデルがいるな

ど、すでに出産後も競技継続するアスリートがよ

り多くいる競技は環境や周囲の理解があり、「産

んでも続けるのは当たり前」という感覚を持つア

スリートが多いことが推測された。また、女性ア

スリート支援プログラムの拠点で、サポートが充

実している JISSが練習拠点であったり、「感覚的

なスポーツなので、感覚をいちど極めた人はもう

一回やり始めるとある程度までは回復する」とい

うような競技の特性上、出産をしても競技に大き

な影響を与えにくい種目であることは、出産後も

競技継続をするうえでの促進要因となっているこ

とが推測された。

　【人脈】では、場所や機会の提供や、助言が競

技継続に影響を与えていた。「産後、母校の A高

校の部活に参加させてもらった」というように、

人脈を頼って練習場所を確保したり「当時お世話

になった先生が、だめもとでいいから 1年間だけ

やってごらんっていう気楽な感じで勧めてくだ

さって競技をやり始めた」と信頼ある人からの言

葉によって、悩みや不安を払拭し、競技継続がで

きていることが推測された。
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